
『古今和歌六帖』出典未詳歌注釈稿

二
三

本
稿
は
、「『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
9
）
芹
〜

青
葛
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
三
巻
第
四
号
〈
通
巻
一
〇
一
号
〉、二
〇
一
四

年
二
月
）、「『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
10
）
朝
顔

〜
葵
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
四
巻
第
四
号
〈
通
巻
一
〇
五
号
〉、二
〇
一
五

年
二
月
）、「『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
11
）
酢
漿

草
〜
苔
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号
〈
通
巻
一
〇
六
号
〉、

二
〇
一
五
年
八
月
）、「『
古
今
和
歌
六
帖
』出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖（
12
）

蝉
〜
鈴
虫
―
」（『
文
化
情
報
学
』第
十
一
巻
第
一
号〈
通
巻
一
四
号
〉、二
〇
一
五

年
一
一
月
）、「『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
13
）
蛍

〜
蝶
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
七
巻
第
一
号
〈
通
巻
一
一
三
号
〉、「『
古
今

和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
14
）
木
〜
紅
葉
―
」（『
文
化
情

報
学
』
第
十
二
巻
第
二
号
〈
通
巻
一
七
号
〉、
二
〇
一
七
年
三
月
）、「『
古
今
和

歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
15
）
檀
〜
紅
梅
―
」（『
社
会
科
学
』

第
四
十
七
巻
第
二
号
﹇
通
巻
一
一
四
号
﹈、
二
〇
一
七
年
九
月
）、「『
古
今
和
歌

六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
16
）
柳
〜
橘
―
」（『
文
化
情
報
学
』

第
十
三
巻
第
一
、
二
号
合
併
号
〈
通
巻
一
八
号
〉
二
〇
一
八
年
三
月
）、「『
古

今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
17
）
椎
〜
山
萵
苣
」（（『
社

会
科
学
』
第
四
十
八
巻
第
二
号
﹇
通
巻
一
一
八
号
﹈、
二
〇
一
八
年
九
月
）
の

続
編
と
し
て
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
の
「
鳥
」
か
ら
「
鶴
」
ま
で
の
題

に
配
さ
れ
て
い
る
出
典
未
詳
歌
、
十
首
に
つ
い
て
注
釈
を
施
し
、
表
現
の
あ
り

方
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
底
本
に
は
書
陵
部
蔵
桂
宮
本

（『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
）
を
用
い
、
江
戸
期
の
流
布
本
で
あ
る
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）版
本
を
含
め
た
九
本
の
伝
本
の
本
文
異
同
を
視
野
に
入
れ
る
。
凡

例
は
、『
社
会
科
学
』
第
四
十
三
巻
第
四
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
概

略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。
な
お
、
巻
末
に
は
、
別
出
一
覧
を
示
す
。
鳥
〜
鶴
題

の
歌
（
四
三
二
九
〜
四
三
五
四
番
）
を
対
象
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
凡
例

も
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

凡　

例

一
、
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
を
用
い
る
。

二
、
校
異
は
、
漢
字
・
仮
名
の
表
記
の
違
い
や
仮
名
遣
い
の
相
違
は
原
則

と
し
て
示
さ
ず
、
語
の
異
な
り
の
み
を
示
す
が
、
和
歌
の
解
釈
上
、
重

要
と
思
わ
れ
る
表
記
の
異
同
は
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
示
す
。
諸
本
と

そ
の
略
称
は
次
の
と
お
り
。

  《
研
究
ノ
ー
ト
》

『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿

│  

第
六
帖
（
18
）
鳥
〜
鶴  

│

福　

田　

智　

子
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四

○
永
青
文
庫
蔵
北
岡
文
庫
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
永
）

○
島
原
図
書
館
蔵
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
本　
　
　
　

 

略
称
（
松
）

○
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
和
）

○
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
羅
）

○
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
林
）

○
神
宮
文
庫
蔵
宮
崎
文
庫
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
宮
）

○
田
林
義
信
氏
旧
蔵
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
田
）

○
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川
本 

略
称
（
黒
）

○
寛
文
九
年
版
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

略
称
（
寛
）

三
、
和
歌
の
引
用
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠

る
。

注
釈

四
三
三
一
（
と
り
）

【
本
文
】

冬
山
に
ひ
と
り
ぬ
る
と
り
よ
を
さ
む
み
（
人
）

ひ
と
は
た
え
け
る
き
を
ぞ
も
と
む

る【
校
異
】
○
人〻冬

山

に

は
た
え

〻

〻

〻

―
冬
山
に
（
永
・
松
・
和
・
羅
・
林
・
宮
・
田
・

黒
・
寛
）　

○
た
え
た〻け

る
―
た
へ
け
る
（
永
・
松
・
和
・
羅
・
林
・
宮
・

田
・
寛
）
た本

の
ま
ゝ

へ
け
る
（
黒
）

【
語
釈
】
○
冬
山　

冬
枯
れ
の
山
。　

◯
ひ
と
り
ぬ
る
と
り　
「
ひ
と
り
」

は
、
た
っ
た
独
り
で
。
ま
た
、「
火
取
り
」（
火
を
取
っ
て
）
を
掛
け
る
か

（﹇
考
察
﹈
参
照
）。「
ひ
と・

・り
ぬ
る
と・

・り
」
は
、「
と
り
」
の
同
音
反
復
。　

○
よ
を
さ
む
み　

夜
間
は
気
温
が
下
が
っ
て
寒
い
の
で
。「
…
…
を
…
…

み
」
は
、
ミ
語
法
。　

○
ひ
と
は
た
え
け
る　

人
の
行
き
来
が
な
く
な
っ

た
。「
人
」
は
、
春
や
秋
の
物
見
遊
山
の
人
や
、
山
に
分
け
入
っ
て
作
業
を

す
る
木
こ
り
や
薪
拾
い
の
人
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、「
人
は
」
に

「
一
葉
」
を
掛
け
、「
一
葉
絶
え
け
る
」
で
、
葉
が
一
枚
も
な
く
な
っ
た
意

を
重
ね
る
か
（﹇
考
察
﹈
参
照
）。
な
お
、
第
二
句
「
ひ・

・と
り
」
と
第
四
句

「
ひ・

・と
は
」
は
、
句
頭
「
ひ
と
」
の
同
音
反
復
。

【
通
釈
】
冬
枯
れ
の
山
に
、
た
っ
た
独
り
で
寝
る
鳥
は
、
夜
が
寒
い
の
で
、

人
は
訪
れ
な
く
な
っ
た
（
山
の
）
木
を
尋
ね
探
す
こ
と
だ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

人
の
訪
れ
の
途
絶
え
た
凍
え
る
冬
山
の
木
に
、
一
羽
だ
け
で
ね
ぐ
ら
を

求
め
る
鳥
の
寂
寥
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
な
お
、「
独
り
」
に
「
火
取
り
」、

「
人
は
」
に
「
一
葉
」
を
掛
け
る
と
す
れ
ば
、す
っ
か
り
落
葉
し
て
し
ま
っ

た
冬
山
の
木
を
、
暖
を
取
る
た
め
の
薪
と
し
て
探
し
求
め
る
意
が
あ
る
か
。

「
冬
山
」
の
用
例
は
、
平
安
中
期
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。「
な
に
を
か

も
な
ぐ
さ
め
に
せ
む
冬
山
の
ふ
り
つ
む
雪
の
と
く
る
ま
つ
ま
は
」（
源
賢
法

眼
集
・
三
八
・
と
し
ご
ろ
、
も
ろ
と
も
に
あ
る
わ
ら
は
の
京
に
の
ぼ
る
に
）
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二
五

と
い
っ
た
実
生
活
に
根
差
し
た
詠
も
あ
る
が
、「
冬
や
ま
の
雪
に
は
こ
れ
る

あ
は
れ
き
の
う
へ
に
ぞ
く
ゆ
る
の
こ
す
つ
み
な
く
」（
源
順
集
・
一
八
三
・

大
納
言
源
朝
臣
、
大
饗
の
と
こ
ろ
に
た
つ
べ
き
四
尺
屏
風
調
ぜ
し
む
る
う

た
／
十
二
月
、
仏
名
お
こ
な
ふ
い
へ
）
は
屏
風
歌
、「
冬
や
ま
の
す
み
や
き

ご
ろ
も
な
れ
ぬ
と
て
人
を
ば
ひ
と
の
た
の
む
も
の
か
は
」（
好
忠
集
・

三
五
一
・
十
二
月
中
）、「
ふ
ゆ
や
ま
の
み
ね
の
わ
ら
び
は
も
え
ね
ど
も
ふ

る
し
ら
ゆ
き
の
き
え
や
す
き
か
な
」（
千
穎
集
・
四
一
・
冬
十
首
）、「
ふ
ゆ

や
ま
の
ゆ
き
ふ
り
ま
が
ふ
お
ほ
ぞ
ら
に
ゆ
く
か
返
る
か
か
り
の
さ
わ
た

る
」（
千
穎
集
・
四
二
・
冬
十
首
）
は
定
数
歌
に
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、「
ち

り
は
て
て
ひ
と
は
だ
に
な
き
ふ
ゆ
山
は
中
中
風
の
音
も
聞
え
ず
」（
和
泉
式

部
続
集
・
三
二
七
・
冬
山
／
十
二
月
、
人
の
も
と
よ
り
、
よ
み
に
お
こ
せ

た
り
し
）
は
題
詠
で
あ
る
。
当
該
歌
の
「
ひ
と
は
」
が
「
人
は
」
と
「
一

葉
」
の
掛
詞
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
和
泉
式
部
の
歌
の
上
句
の
表
現
に
極
め

て
近
い
。
さ
ら
に
、『
宇
津
保
物
語
』
に
は
、「
冬
山
に
す
く
ひ
し
鳥
も
冬

さ
む
み
春
の
さ
と
に
や
や
ど
り
と
る
ら
ん
」（
か
す
が
ま
う
で
・
一
五
五
・

右
兵
衛
尉
あ
り
は
ら
の
時
か
げ
）、「
ひ
と
り
ぬ
る
と
し
は
ふ
れ
ど
も
ふ
ゆ

山
に
ま
だ
ひ
と
は
た
の
み
え
ず
も
あ
る
か
な
」（
き
く
の
え
ん
・

四
四
六
・
三
の
み
こ
（
忠
康
））
の
二
首
の
歌
が
見
え
る
。
前
者
の
上
句
は
、

当
該
歌
の
冬
山
の
鳥
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
者
は
、

第
四
句
の
「
ひ
と
は
た
」
が
未
詳
と
さ
れ
、「
人
影
」
と
い
う
校
訂
本
文

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
う
つ
ほ
物
語
』）
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
上

句
の
「
独
り
寝
る
」「
冬
山
」
は
、当
該
歌
の
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
共
通

す
る
。

「
独
り
」
は
、「
火
取
り
」
を
掛
け
て
、「
み
を
つ
み
て
思
ひ
し
り
に
き
た

き
も
の
の
ひ
と
り
ね
い
か
に
わ
び
し
か
る
ら
ん
」（
元
良
親
王
集
・
一
四
六
・

を
ん
な
、
宮
ゑ
じ
て
よ
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
は
ざ
り
け
る
こ
ろ
、
四
宮
よ

り
）
と
詠
ま
れ
る
他
、『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
に
も
「
ひ
と
り
」
題
で
、「
た

き
も
の
の
か
ば
か
り
思
ふ
こ
の
比
の
ひ
と
り
は
い
か
で
君
に
し
ら
せ
ん
」

（
三
三
六
三
）、「
た
き
も
の
の
こ
の
し
た
け
ぶ
り
ふ
す
ぶ
と
も
わ
れ
ひ
と
り

を
ば
し
な
す
ま
じ
や
は
」（
三
三
六
四
）、「
こ
の
し
た
に
ひ
と
り
や
わ
び
し

た
き
も
の
の
そ
れ
も
お
も
ひ
に
た
へ
て
と
か
き
く
」（
三
三
六
五
）、「
わ
が

た
め
は
ね
ぶ
た
き
も
の
を
ひ
と
り
し
も
お
き
あ
か
さ
じ
と
お
も
ほ
ゆ
る
か

な
」（
三
三
六
六
）
と
い
っ
た
同
様
の
歌
が
四
首
収
め
ら
れ
る
。
だ
が
、こ

れ
ら
の
「
火
取
り
」
は
、香
を
焚
く
の
に
用
い
る
香
炉
の
こ
と
で
あ
り
、冬

山
の
鳥
を
詠
ん
だ
当
該
歌
と
は
一
線
を
画
す
で
あ
ろ
う
。

「
よ
を
さ
む
み
」
と
い
う
表
現
は
、『
万
葉
集
』
か
ら
例
が
あ
る
。「
夜
を

寒
み
朝
戸
を
開
き
出
で
見
れ
ば
庭
も
は
だ
ら
に
み
雪
降
り
た
り
」（
万
葉

集
・
巻
十
・
二
三
二
二
・
二
三
一
八
）
は
、『
人
丸
集
』
一
六
〇
番
、『
家

持
集
』
二
七
八
番
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
歌
句
で
収
め
ら
れ
る
。
平
安
期
に

お
け
る
早
い
例
は
「
雁
が
ね
に
お
ど
ろ
く
秋
の
よ
を
寒
み
虫
の
お
り
だ
す

衣
を
ぞ
き
る
」（
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
・
一
〇
六
）、「
夜ヨ
ヲ
サ
ム
ミ

緒
寒
美　

衣コ
ロ
モ
カ
リ
ガ
ネ

借
金　

鳴ナ
ク
ナ
ヘ
ニ

苗
丹　

芽ハ
ギ
ノ
シ
タ
バ
モ

之
下
葉
裳　

移ウ
ツ
ロ
ヒ
ニ
ケ
リ

徒
丹
芸
里
」（
新
撰
万
葉
集
・
上
・
一
五
三
）
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二
六

で
あ
ろ
う
。
勅
撰
集
に
お
い
て
は
、『
古
今
集
』（
二
一
一
）
が
、こ
の
『
新

撰
万
葉
集
』
の
歌
を
載
せ
る
他
、
二
首
（
四
一
六
・
六
六
三
）
の
歌
を
収

め
る
の
が
初
出
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
後
撰
集
』
は
「
夜
を
さ
む
み
ね
ざ
め

て
き
け
ば
を
し
ぞ
な
く
払
ひ
も
あ
へ
ず
霜
や
お
く
ら
ん
」（
冬
・
四
七
八
・

よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
一
首
を
載
せ
、
次
の
『
拾
遺
集
』
は
、
三

首
の
歌（
二
二
六
・
二
二
八
・
一
一
一
九
）を
収
め
る
。『
拾
遺
集
』二
二
八

番
歌
は
先
の
『
後
撰
集
』
の
歌
で
あ
り
、
ま
た
、『
拾
遺
集
』
一
一
一
九
番

歌
は
、
先
の
『
古
今
集
』
二
一
一
番
歌
の
重
出
で
あ
る
。
そ
の
後
は
『
続

後
撰
集
』
ま
で
用
例
が
見
え
な
い
。
万
葉
か
ら
三
代
集
の
頃
に
用
例
が
集

中
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
ミ
語
法
が
十
世
紀
に
多
く
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
背
景
と
し
て
み
る
と
、
そ
の
一
例
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
よ
う
。

「
人
は
た
え
（
け
る
）」
と
い
う
表
現
は
、「
あ
ふ
こ
と
の
か
た
み
の
た
ね

を
え
て
し
か
な
人
は
た
ゆ
と
も
み
つ
つ
し
の
ば
む
」（
素
性
集
・
三
三
）
の

他
、
後
世
に
は
、「
物
お
も
は
ぬ
人
は
た
え
け
る
山
ざ
と
に
我
が
身
ひ
と
つ

の
秋
の
夕
暮
」（
正
治
後
度
百
首
・
八
六
五
・
女
房
宮
内
卿
・
ざ
ふ
／
ゆ
ふ

ぐ
れ
）
な
ど
が
あ
る
が
、
和
歌
に
お
け
る
用
例
は
意
外
に
少
な
い
。

四
三
三
四
（
と
り
）

【
本
文
】

な
つ
か
り
の
玉
え
の
蘆
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
鳥
の
た
つ
空
ぞ
な
き

【
校
異
】
○
な
つ
か
り
の
―
夏
引刈

の
（
田
）　

○
む
れ
ゐ
る
鳥
の
―
む
れ
ゐ

と
り
の
（
宮
）

【
語
釈
】
○
な
つ
か
り
の　
「
蘆
」
に
付
く
枕
詞
。
蘆
が
夏
に
刈
り
取
る
も

の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。　

○
玉
え
の
蘆　
「
玉
え
」は
美
し
い
入
江
。

「
玉
」
は
美
称
。
具
体
的
な
場
所
を
指
す
と
す
れ
ば
、蘆
の
名
所
で
あ
る
越

前
国
花
堂
南
端
の
古
名
、
あ
る
い
は
浅
水
付
近
の
川
を
指
す
か
。
蘆
は
刈

り
取
っ
た
茎
で

を
作
る
。　

○
ふ
み
し
だ
き　
「
踏
み
拉
く
」
は
、踏
み

荒
ら
す
、踏
み
散
ら
す
意
。　

○
む
れ
ゐ
る　

群
れ
居
る
。
数
多
く
集
ま
っ

て
い
る
。　

○
た
つ
空
ぞ
な
き　
「
立
つ
」
は
、鳥
が
飛
び
上
が
る
意
。
ま

た
、「
空
な
し
」
で
、
そ
の
気
が
起
こ
ら
な
い
、
気
乗
り
し
な
い
意
を
表
す
。

「
空
」
は
「
鳥
」
の
縁
語
。

【
通
釈
】
夏
に
刈
り
取
ら
れ
た
玉
江
の
蘆
を
踏
み
荒
ら
し
て
、群
れ
集
ま
っ

て
い
る
鳥
は
、
飛
び
立
つ
気
配
が
な
い
こ
と
だ
。

【
他
出
】

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
三
夏
、
二
一
九
番

 

　
　
（
だ
い
し
ら
ず
）　　
　
　
　

 

源
重
之　
　

 

な
つ
か
り
の
た
ま
え
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ

そ
ら
ぞ
な
き

『
俊
頼
髄
脳
』
二
九
九
番

な
つ
か
り
の
た
ま
江
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
群
れ
ゐ
る
鳥
の
立
つ
空

ぞ
な
き
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二
七

『
綺
語
抄
』
三
五
九
番

 

源
重
之　
　

 
な
つ
か
り
の
た
ま
え
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ

そ
ら
ぞ
な
き

『
奥
義
鈔
』
中
釈
、
二
〇
三
番

 

な
つ
か
り
の
た
ま
江
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ

そ
ら
ぞ
な
き

『
和
歌
童
蒙
抄
』
第
七
、
草
部
、
六
二
九
番

 

　
　
（
葦
）

 

な
つ
か
り
の
た
ま
え
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ

そ
ら
ぞ
な
き

『
五
代
集
歌
枕
』
下
、
九
七
〇
番

 

　
　
（
た
ま
江
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

重
之　
　

 

な
つ
か
り
の
た
ま
江
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ

そ
ら
ぞ
な
き

『
袖
中
抄
』
第
十
四
、
六
一
一
番

 

源
重
之　
　

 

な
つ
か
り
の
玉
江
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
鳥
の
立
つ
そ
ら

ぞ
な
き

『
和
歌
色
葉
』
下
巻
、
三
七
三
番

 

　
　
（
後
拾
遺
）

 

な
つ
か
り
の
た
ま
え
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
鳥
の
立
つ
空

ぞ
な
き

『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
六
四
番

 

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

源
重
之　
　

 

夏
か
り
の
玉
江
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ
空
ぞ

な
き

『
定
家
八
代
抄
』
巻
第
三
夏
歌
、
二
三
五
番

 

後　
　
　
　

 

　
　
　
　
　

源
重
之　
　

 

夏
か
り
の
玉
江
の
あ
し
を
踏
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
鳥
の
立
つ
空
ぞ
な

き

『
時
代
不
同
歌
合
』
二
二
三
番

 

　

百
十
二
番　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

源
重
之　
　

 

夏
か
り
の
た
ま
え
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ
そ

ら
ぞ
な
き

『
色
葉
和
難
集
』
巻
五
、
四
六
六
番

 

な
つ
か
り
の
玉
え
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ
そ

ら
ぞ
な
き

『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
二
十
九
越
前
国
、
七
四
一
〇
番

 
　

玉
江　
摂
津
国
有
同
名
、
古
人
称
夏
刈
歌
当
国
載
之
、
聊
有
伝
習

 

　
　

後
拾
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

源
重
之　
　

 

夏
か
り
の
玉
江
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
鳥
の
た
つ
空
ぞ
な
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二
八

き

『
井
蛙
抄
』
三
九
三
番

 

重
之　
　

 
夏
か
り
の
玉
江
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
と
り
の
た
つ
そ
ら

ぞ
な
き

『
六
華
和
歌
集
』
巻
第
二
夏
歌
、
四
六
六
番

 

　
　

後
拾

 

夏
か
り
の
玉
江
の
あ
し
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
鳥
の
た
つ
空
ぞ
な

き

【
考
察
】

夏
に
な
っ
て
刈
り
取
ら
れ
た
蘆
の
入
江
を
、
鳥
が
群
れ
を
な
し
て
踏
み

荒
ら
し
、
飛
び
立
つ
様
子
も
な
く
、
ず
っ
と
居
続
け
て
い
る
情
景
を
詠
ん

だ
歌
で
あ
る
。
後
述
す
る
後
世
の
本
歌
取
り
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
寓
意
を
付
与
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
丈
の
高
い
蘆
が
群
生

し
て
い
た
入
江
が
、
今
は
、
鳥
の
群
れ
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
と
い

う
眼
前
の
情
景
と
し
て
、
ま
ず
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

当
該
歌
は
、『
後
拾
遺
集
』
を
は
じ
め
、
後
の
歌
論
書
や
歌
集
に
再
録
さ

れ
る
際
に
は
、
多
く
源
重
之
の
作
と
明
記
さ
れ
る
。
重
之
に
は
、
百
首
歌

中
に
、
当
該
歌
の
そ
の
後
の
情
景
を
詠
ん
だ
と
も
解
せ
る
「
な
つ
か
り
の

を
ぎ
の
ふ
る
え
も
も
え
に
け
り
うむ

れ

ゐ
も
れ
し
と
り
は
そ
ら
に
や
あ
る
ら
ん
」

（
重
之
集
・
二
四
七
・
夏
廿
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。
本
行
本
文
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
第
四
句
の
傍
書
を
採
れ
ば
、
表
現
も
よ
り
い
っ
そ
う
近
く
な
る
。

「
な
つ
か
り
の
蘆
」
は
、
当
該
歌
以
降
、
鎌
倉
期
に
入
り
、
当
該
歌
の
本

歌
取
り
と
し
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
夏
か
り
の
あ
し
の
か
り
ね
も
あ

は
れ
な
り
た
ま
え
の
月
の
明
が
た
の
空
」（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
三
二
・

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
・
守
覚
法
親
王
家
に
、
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る

旅
歌
）
の
他
、「
な
つ
か
り
の
あ
し
の
ま
ろ
や
の
け
ぶ
り
だ
に
た
つ
そ
ら
も

な
き
五
月
雨
の
こ
ろ
」（
続
古
今
集
・
夏
・
二
三
八
・
洞
院
摂
政
左
大
臣
・

五
月
雨
を
）、「
夏
か
り
の
あ
し
ふ
み
し
だ
く
み
づ
と
り
の
よ
に
た
つ
そ
ら

も
な
き
身
な
り
け
り
」（
続
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
五
二
・
静
仁
法
親
王
・

夏
草
を
よ
み
侍
り
け
る
）
な
ど
が
あ
る
。

同
様
に
、「
な
つ
か
り
の
玉
え
の
蘆
」
の
用
例
も
、
平
安
期
に
お
い
て
は

ま
ず
他
に
見
ら
れ
ず
、
鎌
倉
期
の
藤
原
家
隆
の
二
首
の
歌
、「
夏
か
り
の
た

ま
え
の
あ
し
も
霜
が
れ
て
は
わ
け
の
浪
に
鴛
ぞ
鳴
く
な
る
」（
壬
二
集
・
院

百
首
・
冬
・
五
六
四
）、「
ふ
み
し
だ
き
鳥
だ
に
絶
え
ぬ
夏
か
り
の
玉
え
の

蘆
に
飛
ぶ
蛍
か
な
」（
壬
二
集
・
玉
吟
集
巻
下
・
夏
・
二
二
八
五
・
江
蛍
と

い
ふ
こ
と
を
）
や
、
後
鳥
羽
院
の
「
夏
か
り
の
玉
え
の
あ
し
の
下
が
く
れ

た
く
や
蛍
の
あ
ま
の
も
し
ほ
火
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
七
三
三
・
夏
五
十

首
）
が
見
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
当
該
歌
の
本
歌
取
り
で
あ
る
。
当
該
歌
が

『
後
拾
遺
集
』
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
が
大
き
か
ろ
う
。

な
お
、「
玉
え
の
蘆
」
の
用
例
な
ら
ば
、「
な
に
は
が
た
た
ま
え
の
あ
し

を
ふ
み
し
だ
き
な
く
ら
ん
た
づ
の
わ
が
た
め
に
か
も
」（
伊
勢
集
・
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二
九

四
一
八
）、「
み
し
ま
江
の
玉
え
の
蘆
を
し
め
し
よ
り
お
の
が
と
ぞ
思
ふ
い

ま
だ
か
ら
ね
ど
」（
人
丸
集
・
二
七
）、「
さ
み
だ
れ
の
な
が
き
さ
つ
き
のは

み

づ
ふ
か
み
た
ま
え
の
あ
し
の
な
つ
が
り
も
あ
ら
じ
」（
六
条
斎
院
歌
合
〈
天

喜
四
年
五
月
〉・
一
二
・
左
衛
門
・
さ
み
だ
れ
あ
ま
り
あ
り
／
右
）
な
ど
が

あ
る
。
と
く
に
『
伊
勢
集
』
の
歌
は
、
第
二
・
三
句
「
た
ま
え
の
あ
し
を

ふ
み
し
だ
き
」
が
当
該
歌
と
一
致
す
る
。

「
ふ
み
し
だ
く
」
の
例
は
、
こ
の
『
伊
勢
集
』
の
歌
の
他
、『
古
今
集
』

の
「
わ
が
や
ど
の
花
ふ
み
し
だ
く
と
り
う
た
む
の
は
な
け
れ
ば
や
こ
こ
に

し
も
く
る
」（
物
名
・
四
四
二
・
と
も
の
り
・
り
う
た
む
の
は
な
）
や
、「
鶯

の
花
ふ
み
し
だ
く
こ
の
し
た
は
い
た
く
雪
ふ
る
春
べ
な
り
け
り
」（
貫
之

集
・
二
〇
四
・
三
条
右
大
臣
屏
風
の
う
た
）、「
き
み
が
み
ま
さ
が
な
く
つ

ね
に
は
な
れ
つ
つ
わ
が
は
な
ぞ
の
に
ふ
み
し
だ
く
め
り
」（
人
丸
集
・

二
七
九
・
山
陽
道
／
み
ま
さ
か
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
貫
之
集
』

の
歌
は
、『
古
今
六
帖
』（
第
一
・
五
四
・
な
か
の
は
る
・
つ
ら
ゆ
き
）
に

載
る
。「
葦
」
の
他
、「
花
」
に
つ
い
て
い
う
例
が
目
立
つ
。

四
三
三
七
（
は
な
ち
ど
り
）

【
本
文
】

は
な
ち
鳥
行（
ゑ
）へも

し
ら
ず
な
り
ぬ
れ
ば
は
な
れ
し
こ
と
ぞ
く
や
し
か
り
け

る【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】○
は
な
ち
鳥　

放
ち
鳥
。
羽
を
切
る
な
ど
し
て
飛
べ
な
い
よ
う
に

し
て
、
放
し
飼
い
に
さ
れ
た
鳥
。　

○
は
な
れ
し
こ
と　
「
は
な
る
」
は
、

捕
ら
え
ら
れ
た
動
物
な
ど
が
自
由
に
な
る
、逃
げ
出
す
の
意
。「
た
か
が
ひ

の
ま
だ
も
こ
な
く
に
つ
な
ぎ
い
ぬ
の
は
な
れ
て
い
か
む
な
ぐ
る
ま
つ
ほ

ど
」（
拾
遺
集
・
物
名
・
四
一
九
・
む
な
ぐ
る
ま
）

【
通
釈
】
放
し
飼
い
の
鳥
が
、
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
の
で
、
逃
げ
出
し
た

こ
と
が
残
念
だ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

放
し
飼
い
に
し
て
い
た
鳥
に
逃
げ
ら
れ
た
作
者
の
後
悔
の
念
を
詠
ん
だ

歌
で
あ
る
。
自
分
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
恋
人
に
裏
切
ら
れ
た
と
い
っ

た
寓
意
が
あ
る
か
。

「
は
な
ち
鳥
」
の
例
は
、
夙
に
『
万
葉
集
』
に
、「
島
の
宮
勾
の
池
の
放

ち
鳥
人
目
に
恋
ひ
て
池
に
潜
か
ず
」（
巻
二
・
一
七
〇
・
或
本
の
歌
一
首
）、

「
島
の
宮
上
の
池
な
る
放
ち
鳥
荒
び
な
行
き
そ
君
い
ま
さ
ず
と
も
」（
巻

二
・
一
七
二
・
皇
子
尊
の
宮
の
舎
人
等
の
慟
傷
し
て
作
る
歌
二
十
三
首
）

の
例
が
あ
り
、
前
者
は
『
人
丸
集
』
四
二
番
に
も
見
え
る
。
た
だ
し
、『
万

葉
集
』
は
二
首
と
も
に
、
死
者
追
善
の
た
め
の
放
鳥
を
指
す
。
平
安
中
期

に
は
、
用
例
数
は
少
な
い
な
が
ら
、「
わ
が
か
た
に
ち
り
こ
ざ
り
せ
ば
花
ち

ど
り
あ
と
の
ゆ
く
へ
を
い
か
で
し
ら
ま
し
」（
一
条
摂
政
御
集
・
一
四
五
・

こ
の
ひ
と
の
か
た
か
い
た
る
さ
う
し
を
、
こ
ゆ
み
に
い
と
り
給
て
）、「
は
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三
〇

な
ち
ど
り
つ
ば
さ
の
な
き
を
と
ふ
か
ら
に
く
も
ぢ
を
い
か
で
お
も
ひ
か
く

ら
ん
」（
古
今
六
帖
・
第
五
・
三
一
一
九
・
伊
勢
・
に
な
き
お
も
ひ
）
と

い
っ
た
例
が
あ
る
。
な
お
、『
一
条
摂
政
御
集
』
の
「
花
ち
ど
り
」
と
い
う

表
記
は
、「
は
な
（
放
／
花
）
ち
鳥
」
の
掛
詞
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
す
。

も
っ
と
も
当
該
歌
に
は
こ
の
掛
詞
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

鳥
を
「
行
へ
も
し
ら
（
ず
）」
と
詠
ん
だ
歌
に
は
、「
わ
す
ら
れ
む
時
し

の
べ
と
ぞ
浜
千
鳥
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
あ
と
を
と
ど
む
る
」（
古
今
集
・
雑

下
・
九
九
六
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）、「
か
げ
ろ
ふ
に
見
し
ば
か

り
に
や
は
ま
ち
ど
り
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
恋
に
ま
ど
は
ん
」（
後
撰
集
・
恋

二
・
六
五
四
・
ひ
と
し
の
朝
臣
・
題
し
ら
ず
）、「
は
ま
ち
ど
り
あ
と
の
と

ま
り
を
た
づ
ぬ
と
て
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
う
ら
み
を
や
せ
む
」（
蜻
蛉
日
記
・

上
・
四
五
・
作
者
）、「
と
ぶ
と
り
の
こ
こ
ろ
は
そ
ら
に
あ
く
が
れ
て
ゆ
く

へ
も
し
ら
ぬ
も
の
を
こ
そ
お
も
へ
」（
好
忠
集
・
四
四
二
・
好
忠
百
首
／
沓

冠
）
な
ど
が
あ
る
。〈
好
忠
百
首
〉
の
「
と
ぶ
と
り
」
の
歌
以
外
は
、「
跡
」

を
残
し
て
飛
ん
で
い
く
浜
千
鳥
を
詠
ん
だ
歌
が
目
立
つ
。

結
句
「
く
や
し
か
り
け
（
る
）」
は
、「
女
郎
花
に
ほ
ふ
さ
か
り
を
見
る

時
ぞ
わ
が
お
い
ら
く
は
く
や
し
か
り
け
る
」（
後
撰
集
・
秋
中
・
三
四
七
・

よ
み
人
し
ら
ず
・
前
栽
に
を
み
な
へ
し
侍
り
け
る
所
に
て
）
や
、「
し
る
ひ

と
も
な
ぎ
さ
な
り
け
る
こ
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
ぎ
い
で
て
ぞ
く
や
し
か
り
け

る
」（
一
条
摂
政
御
集
・
一
二
四
・
お
ほ
や
け
ど
こ
ろ
さ
わ
が
し
、
い
で
よ

と
の
た
ま
へ
ば
、
い
で
た
れ
ど
、
お
は
せ
ぬ
つ
と
め
て
、
を
ん
な
）、「
お

も
ひ
つ
つ
こ
ひ
つ
つ
は
ね
じ
あ
ふ
と
み
る
ゆ
め
は
さ
め
て
は
く
や
し
か
り

け
り
」（
道
綱
母
集
・
四
九
・
う
た
あ
は
せ
に
／
こ
ひ
）、「
お
ぼ
つ
か
な
く

ろ
ど
に
見
ゆ
る
き
く
の
は
な
あ
け
て
の
の
ち
ぞ
く
や
し
か
り
け
る
」（
実
方

集
・
二
九
六
・
あ
る
女
と
ち
ぎ
り
た
り
け
る
の
ち
、
そ
ら
ご
と
な
ど
い
ひ

け
れ
ば
、
を
と
こ
）
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
も
は
や
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
事
柄
や
出
来
事
に
対
し
て
後
悔
す
る
気
持
ち
を
表
す
。

四
三
三
八
（
ひ
な
ど
り
）

【
本
文
】

ひ
な
鳥
の
か
ざ
き
り
よ（
り
）わみ

と
ば
れ
ね
ば
す
ご
も
り
な
が
ら
ね
を
の
み
ぞ

な
く
（
な
り
ひ
ら
）

【
校
異
】
○
な
り
ひ
ら
―
ナ
シ
（
林
）　

○
か
さ
き
り
◦よ
わ

み
―
か
さ
き
り
よ

は
み
（
永
・
松
・
和
・
羅
・
林
・
宮
・
田
・
寛
）
か
さ
き
り
よ
わ
み
（
黒
）　

○
す
・こ

も
り
な
か
ら
―
す
こ
も
り
な
か
ら
（
永
・
松
・
和
・
羅
・
林
・
宮
・

田
・
黒
・
寛
）

【
語
釈
】○
ひ
な
鳥　

鳥
の
子
。
ひ
な
。
ひ
よ
こ
。　

○
か
ざ
き
り　

風
切

羽
。
鳥
の
羽
毛
の
一
種
。
前
肢
か
ら
後
方
に
向
か
っ
て
生
え
た
一
列
の
大

き
な
羽
毛
で
、
翼
の
主
要
部
に
あ
た
る
。
和
歌
に
は
ま
ず
詠
ま
れ
な
い
語
。　

○
と
ば
れ
ね
ば　

飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
。「
れ
」は
可
能
。「
ね
ば
」

は
、
打
消
「
ず
」
の
已
然
形
「
ね
」
に
接
続
助
詞
「
ば
」
が
付
き
、
確
定

条
件
を
表
す
。　

○
す
ご
も
り
な
が
ら　
「
巣
籠
も
る
」
は
、鳥
な
ど
が
巣



『古今和歌六帖』出典未詳歌注釈稿

三
一

の
中
に
籠
も
る
意
。『
古
今
六
帖
』
四
三
四
一
番
（
出
典
未
詳
歌
）
に
も
用

例
が
あ
る
（
後
述
）。

【
通
釈
】
ひ
な
鳥
は
風
切
羽
が
弱
く
て
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、巣
の

中
に
籠
も
っ
た
ま
ま
で
、
声
を
上
げ
て
鳴
く
こ
と
だ
。

【
他
出
】

『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
紙
背
和
歌
』
三
六
番

 

　
　

同
（
六
帖
）
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

業
平
朝
臣　
　

 

ひ
な
ど
り
の
か
ざ
き
り
よ
わ
み
と
ば
れ
ね
ば
す
ご
も
り
な
が
ら
ね
を

の
み
ぞ
な
く

【
考
察
】

ひ
な
鳥
が
、
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
巣
の
中
で
鳴
い
て
い
る
理
由

を
、
風
切
羽
の
弱
さ
に
求
め
た
歌
で
あ
る
。

「
ひ
な
ど
り
」
の
和
歌
に
お
け
る
用
例
は
、「
雲
ゐ
に
も
い
ま
は
ま
つ
ら

む
あ
し
べ
な
る
声
ふ
り
た
つ
る
つ
る
の
ひ
な
鳥
」（
元
真
集
・
一
八
八
・
ひ

と
の
子
う
み
た
る
七
夜
）
を
は
じ
め
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、『
宇
津

保
物
語
』
中
に
九
例
が
集
中
し
て
見
出
さ
れ
る
（
藤
は
ら
の
君
・

六
三
・
七
二
、
き
く
の
え
ん
・
四
六
六
・
四
六
七
、
内
侍
の
か
み
・

六
六
九
・
六
七
〇
、
く
ら
ひ
ら
き
の
上
・
七
三
七
、
国
ゆ
づ
り
の
中
・

八
四
二
・
八
七
八
）。
先
の
『
元
真
集
』
歌
を
含
め
、「
す
ぎ
に
け
る
よ
は

ひ
ぞ
の
ぶ
る
雲
ち
か
く
あ
そ
び
は
じ
む
る
た
づ
の
ひ
な
ど
り
」（
宇
津
保
物

語
・
き
く
の
え
ん
・
四
六
六
・
み
か
ど
〈
嵯
峨
院
〉）、「
君
に
と
て
よ
よ
を

ば
思
ひ
し
ら
雲
に
つ
ら
ね
て
あ
そ
ぶ
た
づ
の
ひ
な
ど
り
」（
同
・
同
・

四
六
七
・
み
や
あ
こ
ぎ
み
）
な
ど
、鶴
の
ひ
な
鳥
を
詠
む
例
が
目
立
つ
。
な

お
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
か
ぎ
り
、『
宇
津
保
物
語
』
ほ
ど
ひ
な
鳥

を
詠
ん
だ
歌
を
多
く
収
め
る
作
品
は
見
出
せ
な
い
。

な
お
、永
享
一
〇
年
（
一
四
三
八
）
ま
で
に
は
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
秘

蔵
抄
』
に
は
、「
春
の
野
の
ひ
め
ひ
な
鳥
ぞ
あ
が
る
な
る
霞
の
中
に
声
き
こ

え
つ
つ
」（
下
・
一
四
八
・
興
風
）、「
ま
す
ら
を
の
え
む
ひ
な
鳥
を
う
ら
ぶ

れ
て
な
み
だ
を
あ
か
く
お
と
す
よ
な
鳥
」（
下
・
一
五
三
・
業
平
）
の
二
首

の
歌
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
者
名
を
信
ず
れ
ば
、『
古
今
六
帖
』
に

先
行
す
る
用
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
当
該
歌
と
同
じ
、
業
平
詠

が
見
出
せ
る
点
に
も
留
意
さ
れ
る
。

「
す
ご
も
（
り
）」
の
和
歌
の
用
例
も
、多
く
は
な
い
。「
つ
る
の
お
ほ
く

よ
そ
へ
て
み
ゆ
る
浜
べ
こ
そ
千
年
す
ご
も
る
心
な
り
け
れ
」（
貫
之
集
・

九
〇
七
・
た
だ
ひ
ら
と
申
す
お
と
ど
の
に
し
な
る
と
の
に
う
つ
り
給
は
ん

と
て
、
そ
の
と
の
の
ひ
と
つ
や
に
御
む
す
め
の
な
い
し
の
か
み
の
お
は
す

べ
き
か
た
、
と
の
の
屋
の
さ
う
じ
に
松
つ
る
な
ど
ひ
と
つ
か
べ
に
か
き
た

る
、だ
い
に
て
よ
ま
せ
給
ふ
）
は
、障
子
絵
の
鶴
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
鶴

の
例
は
、『
古
今
六
帖
』
四
三
四
一
番
（
出
典
未
詳
歌
）
に
も
見
え
る
（
後

述
）。
ま
た
、鴬
に
つ
い
て
い
う
「
こ
ほ
り
と
く
か
ぜ
の
お
と
に
や
す
ご
も

れ
る
た
に
の
う
ぐ
ひ
す
は
る
を
し
る
ら
む
」（
内
裏
歌
合
〈
寛
和
二
年
〉・

三
・
少
将
斉
信
・
鶯　

左
ぢ
）
と
い
っ
た
例
も
あ
る
。
そ
の
他
、「
秋
を
へ
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三
二

て
こ
よ
ひ
の
こ
と
は
松
が
え
に
す
ご
も
る
せ
み
も
し
ら
べ
て
ぞ
な
く
」（
宇

津
保
物
語
・
ふ
き
あ
げ
の
下
・
三
九
九
・
み
か
ど
〈
朱
雀
院
〉）
の
よ
う
な

鳥
以
外
の
例
も
あ
る
が
、
和
歌
の
用
例
と
し
て
は
稀
少
で
あ
る
。

四
三
三
九
（
ひ
な
ど
り
）

【
本
文
】

明（
・
）けぬ

と
て
な
に
い
そ
ぐ
ら（

し
）むひ

な
ど
り
の
ま
だ
と
ぐ
ら
な
る
こ
ゑ
に
や

は
あ
ら
ぬ

【
校
異
】
○
な
に
い
そ
く
ら
し
―
な
に
い
そ
く
ら
ん
（
永
・
羅
）
な
に
急
く

ら
ん
（
松
・
林
）
な
に
急
ら
ん
（
和
・
宮
）
何
い
そ
く
ら
ん
（
田
・
黒
）

何
い
そ
く
覧
（
寛
）　

○
こ
ゑ
◦に

や
は
―
こ
ゑ
に
や
は
（
永
）
声
に
や
は

（
松
・
和
・
宮
・
田
）
聲
に
や
は
（
羅
・
林
・
黒
・
寛
）

【
語
釈
】○
な
に　

ど
う
し
て
ま
た
。
ど
う
い
う
わ
け
で
。
動
機
が
不
明
で

納
得
の
ゆ
か
な
い
気
持
ち
を
表
す
。　

○
い
そ
ぐ　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
早
く
と
り
か
か
る
。
急
い
て
事
を
行
な
う
。　

○
と
ぐ
ら　

鳥

の
寝
る
と
こ
ろ
。
鳥
の
ね
ぐ
ら
。

【
通
釈
】
夜
が
明
け
た
と
い
っ
て
、ど
う
し
て
そ
ん
な
に
急
い
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
ひ
な
鳥
が
ま
だ
ね
ぐ
ら
に
い
て
鳴
い
て
い
る
声
で
は
な
い
か
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

夜
が
明
け
る
前
に
、
男
性
は
女
性
の
も
と
か
ら
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
当
該
歌
は
、
夜
明
け
を
告
げ
る
鶏
の
声
が
し
た
か
と
慌
て
て
出
て

行
こ
う
と
い
う
男
性
に
対
し
、
そ
れ
は
ね
ぐ
ら
で
鳴
い
て
い
る
ひ
な
鳥
の

声
で
は
な
い
か
と
諫
め
、
男
性
を
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
女
性
の
歌
で
あ

ろ
う
。

も
っ
と
も
、
男
性
が
宮
中
の
帝
で
あ
れ
ば
、
次
の
『
宇
津
保
物
語
』「
内

侍
の
か
み
」（
六
六
九
・
六
七
〇
）
に
載
る
贈
答
歌
の
よ
う
に
、夜
を
と
も

に
し
た
女
君
を
、
明
け
方
、
帝
が
引
き
留
め
る
と
い
う
状
況
も
想
定
し
得

る
。

 

　

上
、
お
は
し
ま
し
て
、
よ
ろ
づ
に
あ
は
れ
に
を
か
し
き
御
物
語
を

し
つ
つ
お
は
し
ま
す
ほ
ど
に
、
夜
暁
に
な
り
ゆ
く
。
鳥
う
ち
鳴
き
始

め
な
ど
す
る
に
、
上
、「『
ま
れ
に
会
ふ
夜
は
』
と
言
ふ
こ
と
は
、
ま

こ
と
な
り
け
り
」
な
ど
の
た
ま
ふ
。

 

　
　

  

暁
の
声
を
ば
聞
か
で
雛
鳥
の
同
じ
と
ぐ
ら
に
寝
る
よ
し
も
が
な

（
六
六
九
）

 

と
の
た
ま
へ
ば
、
尚
侍
、

 

　
　

  

卵
の
内
を
夢
よ
り
孵
る
雛
鳥
は
高
き
と
ぐ
ら
を
よ
そ
に
見
る
か

な
（
六
七
〇
）

 

と
聞
こ
え
給
ふ
ほ
ど
に
、
夜
明
け
な
む
と
す
る
に
、
尚
侍
の
お
と
ど

急
ぎ
給
ふ
に
、
や
う
や
う
日
な
ど
見
ゆ
る
ほ
ど
に
急
ぎ
給
ふ
。

 
（
室
城
秀
之
校
注
『
う
つ
ほ
物
語　

全
』
お
う
ふ
う
、
平
成
七
年
十

月
）
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こ
の
贈
答
歌
は
、
尚
侍
と
な
っ
た
俊
蔭
女
が
、
朱
雀
帝
と
一
夜
を
過
ご
し

た
夜
明
け
方
に
退
出
す
る
場
面
で
交
わ
さ
れ
る
。
当
該
歌
や
こ
の
『
宇
津

保
物
語
』
の
贈
答
歌
の
よ
う
に
、「
ひ
な
ど
り
」
と
「
と
ぐ
ら
」
と
を
組
み

合
わ
せ
て
詠
ん
だ
歌
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
か
ぎ
り
、
他
に
は
管

見
に
入
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
歌
に
は
、
用
い
ら
れ
て
い
る
語
の
み
な
ら
ず
、

詠
歌
状
況
に
も
共
通
性
が
見
出
せ
よ
う
。

「
な
に
い
そ
ぐ
ら
む
」
の
例
は
、『
古
今
集
』
に
は
な
く
、
八
代
集
に
お

い
て
は
、「
う
ち
は
へ
て
は
る
は
さ
ば
か
り
の
ど
け
き
を
花
の
心
や
な
に
い

そ
ぐ
ら
ん
」（
後
撰
集
・
春
下
・
九
二
・
き
よ
は
ら
の
ふ
か
や
ぶ
・
題
し
ら

ず
）、「
か
ぞ
ふ
れ
ば
わ
が
身
に
つ
も
る
年
月
を
送
り
迎
ふ
と
な
に
い
そ
ぐ

ら
ん
」（
拾
遺
集
・
冬
・
二
六
一
・
か
ね
も
り
・
斎
院
の
屏
風
に
、
十
二
月

つ
ご
も
り
の
夜
）
の
二
首
が
あ
る
。
花
が
散
っ
た
り
、
年
を
重
ね
た
り
と

い
っ
た
こ
と
を
急
ぐ
の
は
な
ぜ
か
、
理
解
に
苦
し
む
と
い
う
心
情
の
表
現

で
あ
る
。

四
三
四
〇
（
ひ
な
ど
り
）

【
本
文
】

春
の
野
に
あ
さ
な
く
ひ
な
の
つ
ま
こ
ふ
と
身
を
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
る

か
な

【
校
異
】
○
春
の
野
に
―
春
の
夜〻の

に
（
林
）　

○
つ
ま
こ
ふ
と
身
を
い
た
つ

ら
に
―
妻
こ
ふ
ると

身
をも

歟

徒
に
（
和
）
妻
こ
ふ
と
身
をも

歟

い
た
つ
ら
に
（
宮
）

【
語
釈
】
○
つ
ま
こ
ふ　

通
常
は
、夫
婦
ま
た
は
雌
雄
が
互
い
に
相
手
を
恋

い
慕
う
意
で
、
動
物
や
鳥
の
場
合
は
、
雄
が
雌
を
求
め
て
鳴
く
こ
と
を
い

う
。
た
だ
し
、
当
該
歌
は
、
ひ
な
鳥
が
主
語
で
あ
る
た
め
、
親
鳥
に
餌
を

求
め
る
鳴
き
声
の
激
し
さ
を
、
妻
乞
い
の
声
に
喩
え
た
と
見
た
。　

○
身

を
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
る
か
な　
「
い
た
づ
ら
に
な
る
」
は
、こ
こ
で
は

身
を
滅
ぼ
す
、
死
ぬ
意
。

【
通
釈
】
春
の
野
で
、朝
に
鳴
く
ひ
な
が
妻
を
恋
い
慕
う
よ
う
に
声
を
上
げ

て
鳴
く
と
い
う
の
で
、
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
な
あ
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

春
に
生
ま
れ
た
ひ
な
が
、
野
原
に
あ
る
巣
の
中
で
声
を
上
げ
て
鳴
く
と
、

大
型
の
鳥
や
、
動
物
、
人
間
な
ど
の
天
敵
に
所
在
を
知
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、

捕
ら
え
ら
れ
、
餌
食
に
さ
れ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
ろ
う
。

「
春
の
野
に
あ
さ
な
く
」
と
い
う
同
時
代
ま
で
例
と
し
て
は
、「
春
の
野

に
あ
さ
る
雉
の
つ
ま
恋
に
己
が
あ
た
り
を
人
に
知
れ
つ
つ
」（
万
葉
集
・
巻

八
・
一
四
五
〇
・
一
四
四
六
・
大
伴
宿
祢
家
持
が
春
の
雉
の
歌
一
首
）、「
か

り
に
く
る
人
も
こ
そ
き
け
春
の
野
に
あ
さ
な
く
き
じ
の
近
く
も
有
る
か

な
」（
順
集
・
二
〇
三
・
康
保
五
年
、
女
五
男
八
親
王
の
御
屏
風
の
歌
／
き

じ
の
鳴
く
を
き
き
て
、
山
の
さ
く
ら
を
み
る
）
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
万
葉

歌
は
、『
古
今
六
帖
』（
第
二
・
一
一
八
七
・
き
じ
）
に
も
載
る
。
鳴
き
声

で
所
在
を
知
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
当
該
歌
と
共
通
す
る
が
、
雉
を
詠
む
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例
が
一
般
的
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
は
る
の
の
」「
つ
ま
こ
（
ふ
）」
と
の
組
み
合
わ
せ
も
、
前
掲
の

万
葉
歌
の
他
、「
春
の
野
の
し
げ
き
草
ば
の
つ
ま
ご
ひ
に
と
び
た
つ
き
じ
の

ほ
ろ
ろ
と
ぞ
な
く
」（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
三
三
・
平
貞
文
・

題
し
ら
ず
）
が
あ
る
が
、
や
は
り
雉
に
つ
い
て
詠
ん
で
い
る
。

な
お
、「
つ
ま
こ
（
ふ
）」
と
い
う
語
は
、
鹿
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
が
、

鳥
に
つ
い
て
い
う
場
合
は
、も
っ
ぱ
ら
雉
を
詠
む
。「
つ
ま
こ
ふ
る
き
ぎ
す

の
こ
ゑ
も
絶
え
な
く
に
は
か
な
く
け
ふ
は
家
ぢ
く
ら
し
つ
」（
兼
盛
集
・

一
七
三
・
こ
れ
も
お
な
じ
御
屏
風
の
歌
／
た
か
が
り
し
た
る
所
）
は
屏
風

歌
で
、
屏
風
の
図
柄
と
し
て
も
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
他
に
も
、

「
是
を
見
よ
人
も
さ
こ
そ
は
つ
ま
こ
ふ
る
春
の
き
ぎ
す
の
な
れ
る
す
が
た

を
」（
頼
政
集
・
六
五
七
・
或
人
の
も
と
よ
り
千
鳥
を
遣
す
と
て
申
し
つ
か

は
し
け
る
）
と
い
う
歌
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
当
該
歌
の
「
ひ
な
」
は
、

あ
る
い
は
雉
の
ひ
な
か
。

「
身
」
が
「
い
た
づ
ら
に
な
る
」
と
い
う
表
現
は
、『
万
葉
集
』
に
は
見

当
た
ら
な
い
が
、
平
安
期
に
入
る
と
、『
陽
成
院
歌
合
』（
延
喜
十
二
年
夏
）

に
、
身
を
焦
が
す
夏
虫
に
、
恋
の
思
い
で
死
に
そ
う
な
我
が
身
を
重
ね
る

「
い
た
づ
ら
に
み
は
な
る
て
へ
ど
な
つ
む
し
の
お
も
ひ
は
え
こ
そ
は
な
れ

ざ
り
け
れ
」（
一
・
陽
成
院
の
な
つ
む
し
の
こ
ひ
を
だ
い
に
て
あ
は
せ
さ
せ

た
ま
へ
る
／
左
持
）、「
こ
ひ
す
と
て
み
は
い
た
づ
ら
に
な
ら
ば
な
れ
わ
れ

な
つ
む
し
に
な
り
や
し
な
ま
し
」（
四
・
右
）
の
二
首
の
歌
が
あ
る
。
ま
た
、

夏
虫
を
詠
み
込
ま
な
く
と
も
、
生
き
て
行
け
な
い
ほ
ど
の
激
し
い
恋
情
を

詠
ん
だ
例
も
、
古
今
集
時
代
以
降
、
見
出
さ
れ
る
。「
か
く
て
の
み
わ
が
お

も
ふ
ひ
ら
の
や
ま
ざ
ら
ば
身
は
い
た
づ
ら
に
な
り
ぬ
べ
ら
な
り
」（
躬
恒

集
・
三
三
・
ひ
ら
の
や
ま
）
の
他
、「
行
き
か
へ
り
み
は
い
た
づ
ら
に
な
り

ぬ
と
や
命
に
か
へ
よ
あ
は
れ
と
お
も
は
む
」（
九
条
右
大
臣
集
・
三
・
お
な

じ
と
の
、
お
ほ
北
の
か
た
と
わ
ら
は
ど
ち
、
き
こ
え
か
は
し
た
ま
ひ
け
る
）、

「
こ
ひ
わ
び
て
み
の
い
た
づ
ら
に
な
り
ぬ
と
も
わ
す
る
な
わ
れ
に
よ
り
て

と
な
ら
ば
」（
元
真
集
・
二
三
七
）
な
ど
が
あ
り
、『
信
明
集
』
に
は
贈
答

歌
、「
人
や
り
に
あ
ら
ぬ
こ
と
に
も
あ
ら
な
く
に
身
も
い
た
づ
ら
に
成
り
ぬ

べ
き
か
な
」（
六
四
・
を
と
こ
）、「
身
を
捨
て
て
思
ふ
と
見
し
は
い
た
づ
ら

に
成
る
べ
き
事
に
か
こ
た
れ
も
せ
ん
」（
六
五
・
返
し
）
が
あ
る
。「
あ
は

れ
と
も
い
ふ
べ
き
人
は
お
も
ほ
え
で
み
の
い
た
づ
ら
に
な
り
ぬ
べ
き
か

な
」（
一
条
摂
政
御
集
・
一
・
い
ひ
か
は
し
け
る
ほ
ど
の
人
は
、
と
よ
か
げ

に
こ
と
な
ら
ぬ
女
な
り
け
れ
ど
、
と
し
つ
き
を
へ
て
か
へ
り
ご
と
を
せ
ざ

り
け
れ
ば
、
ま
け
じ
と
お
も
ひ
て
い
ひ
け
る
）
は
、
後
に
『
百
人
一
首
』

に
も
収
め
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
恋
歌
で
あ
り
、
当
該
歌
の
内
容
は
こ
れ
ら

の
歌
と
は
一
線
を
画
す
。

四
三
四
一
（
か
ひ
）

【
本
文
】

あ
し
た
づ
の
か
ひ
こ
め
く
つ
る
す
ご
も
り
の
つ（
ゐ
）ひに

か
へ
ら
ぬ
身
と
や
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成（
・
）りな

ん

【
校
異
】
○
身
と
や
成
な〻な

ん
―
身
と
や
な
り
な
ん
（
永
・
松
・
羅
・
宮
）
身

と
や
成
な
ん
（
和
・
林
・
田
・
黒
・
寛
）

【
語
釈
】
○
あ
し
た
づ　

葦
田
鶴
。「
鶴
」
の
異
名
。
葦
が
生
え
る
水
辺
に

多
く
居
る
こ
と
か
ら
い
う
。　

○
か
ひ
こ
め
く
つ　

鳥
な
ど
の
生
ん
だ
卵

が
、
ず
っ
と
巣
の
中
に
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
死
ぬ
。
転
じ
て
、
家
に
こ
も
っ

た
ま
ま
世
間
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
る
。「
卵
籠
む
」
は
、
卵
を

（
巣
の
中
に
）
生
み
収
め
る
意
。
ま
た
、「
朽
つ
」
は
、
腐
り
果
て
る
意
。　

○
す
ご
も
り　

巣
の
中
に
入
っ
た
ま
ま
外
に
出
な
い
で
い
る
こ
と
。

四
三
三
八
番
〔
語
釈
〕〔
考
察
〕
参
照
。
第
三
句
ま
で
、「
つ
ひ
に
か
へ
ら

ぬ
身
」
を
導
く
序
詞
。　

○
か
へ
ら
ぬ
身　
「（
卵
か
ら
）
孵
ら
ぬ
」
に
「
帰

ら
ぬ
」
を
掛
け
る
。「
帰
ら
ぬ
身
」
は
、
二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い
身
、
死
ん

で
あ
の
世
へ
行
く
身
の
意
。

【
通
釈
】
鶴
が
卵
を
生
み
収
め
る
巣
が
腐
り
崩
れ
、
巣
の
中
の
ま
ま
、
と
う

と
う
「
孵
る
」
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
私
も
世
に
認
め
ら
れ
ぬ
ま
ま
死
ん

で
あ
の
世
へ
行
く
身
の
上
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

掛
詞
「
か
へ
ら
ぬ
（
孵
ら
ぬ
／
帰
ら
ぬ
）
身
」
を
要
と
し
て
、
巣
の
中

に
あ
る
、
孵
化
し
な
い
卵
の
よ
う
に
、
私
も
と
う
と
う
こ
の
ま
ま
死
ん
で

し
ま
う
運
命
な
の
か
と
い
う
嘆
き
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
ろ
う
。

鳥
の
巣
に
残
る
孵
化
し
な
い
卵
は
、「
…
…
な
つ
さ
へ
ち
か
く　

な
る
ほ

ど
に　

ま
れ
に
か
へ
れ
る　

と
り
の
こ
の　

つ
ら
き
心
を　

み
る
よ
り
は　

か
ひ
に
て
な
ほ
ぞ　

は
て
な
ま
し
…
…
」（
忠
岑
集
・
八
七
・
か
ひ
の
く
に

に
ま
か
り
た
り
し
ほ
ど
に
、
た
の
み
は
べ
り
し
を
ん
な
、
人
に
な
た
ち
侍

け
る
を
き
き
て
、か
へ
り
ま
う
で
き
て
）
の
よ
う
に
、稀
に
孵
っ
て
（
帰
っ

て
）
辛
い
目
に
あ
う
よ
り
は
卵
の
ま
ま
朽
ち
果
て
て
し
ま
お
う
か
、
と
も

詠
ま
れ
、
ま
た
、「
巣
守
」
と
い
う
語
で
、「
と
り
の
こ
は
ま
だ
ひ
な
な
が

ら
た
ち
て
い
ぬ
か
ひ
の
み
ゆ
る
は
す
も
り
な
る
べ
し
」（
拾
遺
抄
・
雑
上
・

四
七
八
・
い
ぬ
か
ひ
の
み
ゆ
）
と
い
う
歌
に
も
見
出
さ
れ
る
。

「
か
ひ
こ
（
め
）」
と
い
う
語
の
和
歌
に
お
け
る
用
例
は
少
な
い
。
同
時

代
に
は
、「
た
ち
ゐ
て
ぞ
ち
と
せ
も
み
え
ん
か
た
の
す
に
か
ひ
こ
め
みこ

ゆ
る

た
づ
は
い
く
よ
ぞ
」（
宇
津
保
物
語
・
く
ら
ひ
ら
き
の
上
・
七
三
四
・
左
大

将
〈
兼
雅
〉）
や
、「
ち
ぎ
り
あ
れ
ば　

い
か
が
の
が
れ
ん　

む
ま
る
と
も　

か
ひ
こ
め
く
ち
て　

と
り
の
子
の　

か
へ
り
て
は
身
の　

う
き
事
を　

お

や
の
む
す
べ
る　

こ
こ
ろ
の
う
ち
に　

い
つ
か
あ
ぢ
は
ひ　

く
く
む
ご
と　

な
く
な
く
こ
も
り　

有
り
け
れ
ば
…
…
」（
賀
茂
保
憲
女
集
・
一
九
四
）
を

見
出
す
の
み
で
あ
る
。
と
く
に
後
者
は
「
か
ひ
こ
め
く
ち
て
」
と
あ
り
、当

該
歌
の
第
二
句
と
同
じ
語
句
を
用
い
て
い
る
。
な
お
、
後
世
の
「
す
も
り

ご
の
い
ひ
い
で
ぬ
こ
と
の
い
ぶ
せ
さ
に
か
ひ
こ
め
く
つ
る
み
と
や
成
り
な

ん
」（
基
俊
集
・
一
六
二
・
は
じ
め
の
こ
ひ
）
は
、
当
該
歌
を
踏
ま
え
た
詠

で
あ
ろ
う
。
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「
か
へ
ら
ぬ
身
」
と
い
う
表
現
は
、意
外
と
和
歌
に
見
当
た
ら
な
い
。
だ

が
、『
土
左
日
記
』
の
「
み
や
こ
へ
と
お
も
ふ
を
も
の
の
か
な
し
き
は
か
へ

ら
ぬ
ひ
と
の
あ
れ
ば
な
り
け
り
」（
三
・
あ
る
ひ
と
）
が
、「（
都
へ
一
緒

に
）
帰
ら
ぬ
人
」
の
意
に
、「（
死
ん
で
）
帰
ら
ぬ
人
」
の
意
を
掛
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
該
歌
に
お
い
て
も
、
死
ん
で
二
度
と
帰
っ
て
来
ら
れ
な

い
我
が
身
の
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
身
と
や
成
り
な
ん
」
と
い
う
句
の
同
時
代
の
例
に
は
、「
は
か
な
か
る

夢
の
し
る
し
に
は
か
ら
れ
て
う
つ
つ
に
ま
く
る
身
と
や
な
り
な
ん
」（
後
撰

集
・
恋
四
・
八
七
一
・
大
江
千
里
、
ま
か
り
か
よ
ひ
け
る
女
を
お
も
ひ
か

れ
が
た
に
な
り
て
、
と
ほ
き
所
に
ま
か
り
に
た
り
と
い
は
せ
て
、
ひ
さ
し

う
ま
か
ら
ず
な
り
に
け
り
、
こ
の
女
、
思
ひ
わ
び
て
ね
た
る
夜
の
夢
に
ま

う
で
き
た
り
と
見
え
け
れ
ば
、
う
た
が
ひ
に
つ
か
は
し
け
る
）
の
他
、「
お

も
ふ
事
い
は
で
や
み
な
ば
山
し
ろ
の
と
は
に
く
る
し
き
み
と
や
な
り
な

む
」（
元
真
集
・
二
二
七
）、「
な
が
め
つ
つ
つ
ひ
に
く
ち
に
し
た
ち
花
は
つ

ね
に
そ
ら
な
る
み
と
や
な
り
な
む
」（
宇
津
保
物
語
・
ま
つ
り
の
つ
か
ひ
・

二
五
三
・
少
将
〈
仲
頼
〉）、「
う
き
こ
と
の
つ
ひ
に
た
え
ず
は
神
に
さ
へ
恨

を
の
こ
す
身
と
や
な
り
な
ん
」（
増
基
法
師
集
・
六
三
・
ま
か
り
い
で
し
に
、

き
ぶ
ね
に
）
な
ど
が
見
え
る
。
我
が
身
の
つ
ら
さ
を
い
う
の
が
一
般
的
で

あ
る
。

四
三
四
二
（
か
ひ
）

【
本
文
】

と
り
の
こ
は
か
へ
り
て
の
ち
ぞ
な
か
れ
け
る
身
の
か
ひ
な
き
を
お
も
ひ
し

り
つ
つ（
ゝ
）

【
校
異
】
○
な
か
れ
け
る
―
な
か
れ
け
りる（

朱
）（

宮
）

【
語
釈
】
○
と
り
の
こ　

鳥
の
ひ
な
。　

○
な
か
れ
け
る　
「
れ
」
は
自
発
。　

○
身
の
か
ひ
な
き　
「
か
ひ
な
し
」
は
「
卵
無
し
」（
卵
の
殻
が
無
い
）
に
、

「
甲
斐
無
し
」（
取
る
に
足
り
な
い
）
の
意
を
掛
け
る
。

【
通
釈
】
鳥
の
ひ
な
は
、卵
が
か
え
っ
て
後
に
初
め
て
自
然
と
鳴
く
こ
と
だ
。

身
体
に
卵
の
殻
が
無
い
こ
と
―
我
が
身
が
取
る
に
足
り
な
い
こ
と
―
を
痛

感
し
な
が
ら
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

掛
詞
「
か
ひ
（
卵
／
甲
斐
）
無
し
」
を
要
と
し
て
、
卵
か
ら
孵
っ
た
鳥

の
ひ
な
が
自
然
に
鳴
き
始
め
る
の
は
、
身
に
卵
の
殻
を
ま
と
っ
て
い
な
い

の
を
思
い
知
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
る
に
足
り
な
い
我
が
身

を
痛
感
し
て
の
こ
と
と
見
た
歌
で
あ
る
。

当
該
歌
と
同
様
の
掛
詞
を
用
い
た
例
と
し
て
は
、「
す
も
り
こ
も
た
ち
に

け
る
か
と
み
る
に
こ
そ
か
ひ
な
き
み
さ
へ
う
ら
み（
マ
マ
）

あ
ら
れ
け
れ
」（
忠
見

集
・
一
七
六
・
お
な
じ
み
や
す
ど
こ
ろ
の
、
ま
か
で
た
ま
ひ
け
る
に
し
ば

し
と
ま
り
て
、
あ
る
を
ん
な
の
い
で
に
け
る
に
）
を
、
か
ろ
う
じ
て
見
出
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す
。な

お
、
結
句
「
お
も
ひ
し
り
つ
つ
」
は
、
後
世
の
例
で
あ
る
が
、「
さ
て

も
な
ほ
こ
こ
ろ
に
こ
め
て
な
げ
く
か
な
身
を
う
き
に
の
み
お
も
ひ
し
り
つ

つ
」（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
一
三
七
八
・
知
家
・
い
は
で
お
も
ふ
）、「
わ
が

身
に
て
み
の
な
げ
き
を
ぞ
な
ぐ
さ
む
る
う
き
身
の
程
を
思
ひ
し
り
つ
つ
」

（
拾
玉
集
・
一
五
八
）
な
ど
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
挙
げ
ら
れ
る
。『
新
撰
六

帖
』
の
知
家
歌
の
下
句
は
、
当
該
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。

四
三
四
九
（
つ
る
）

【
本
文
】

た
づ
の
た
つ
さ
は
べ
に
な
み
や
さ
わ
ぐ
ら
ん
あ
し
の
み
ぎ
は
の
の
ど
け
か

ら
ぬ
は

【
校
異
】
○
あ〻た
つ
の
た
つ
さ
は
へ
に

し
の
み
き
は
の

〻

〻

〻

〻

〻

〻

ゝ
と
け

〻

〻

〻

―
た
つ
の
た
つ
さ
は
へ
に
（
永
）
た

つ
の
立
沢
へ
に
（
松
・
和
・
林
）
た
つ
の
立
澤
へ
に
（
羅
・
寛
）
た
つ
の

た
つ
沢
へ
に
（
宮
・
黒
）
た
つ
の
た
つ
沢
邊
に
（
田
）　

○
さ
わ
く
ら
ん
―

さ
は
く
の
（
和
）
さ
は
しく
ら
ん（
朱
）

の
（
宮
）　

○
あ
し
の
み
き
は
の
―
芦
の
汀
（
田
）　

○
◦の

と
け
か
ら
ぬ
は
―
こ
と
け
か
ら
ぬ
は
（
永
）
の
と
け
か
ら
ぬ
か
（
松
）

の
と
け
か
ら
ぬ
は
（
和
・
羅
・
宮
・
田
・
黒
・
寛
）
ゝ
と
け
か
ら
ぬ
は

（
林
）

【
語
釈
】
○
た
づ
の
た
つ　
「
た
づ
」
は
鶴
。
葦
辺
に
多
く
居
る
。「
た
つ
」

は
、
飛
び
上
が
る
、
飛
び
立
つ
。　

○
さ
は
べ　

沢
の
ほ
と
り
。　

○
な

み
や
さ
わ
ぐ
ら
ん　
「
さ
わ
ぐ
」
は
、波
な
ど
が
動
い
て
ざ
わ
ざ
わ
と
音
を

た
て
る
意
。
係
助
詞
「
や
」
は
疑
問
。
現
在
推
量
「
ら
ん
」
の
連
体
形
で

結
ぶ
。　

○
あ
し
の
み
ぎ
は　
「
あ
し
（
葦
）」
は
水
辺
に
群
生
す
る
イ
ネ

科
の
多
年
草
。「
み
ぎ
は
（
汀
）」
は
、
水
の
ほ
と
り
、
水
際
。　

○
の
ど

け
か
ら
ぬ
は　
「
の
ど
け
し
」
は
、
静
か
で
穏
や
か
な
さ
ま
を
い
う
。

【
通
釈
】
鶴
が
飛
び
立
つ
沢
の
ほ
と
り
に
波
が
ざ
わ
ざ
わ
と
音
を
立
て
て

打
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
葦
が
生
え
て
い
る
水
辺
の
様
子
が
穏
や
か
で

な
い
の
は
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

眼
前
の
葦
辺
の
様
子
が
ざ
わ
つ
い
て
い
る
の
は
、
沢
に
居
る
鶴
が
飛
び

立
ち
、
羽
風
で
立
っ
た
波
が
こ
こ
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
と
推

量
し
た
歌
で
あ
る
。

「
さ
は
べ
」
の
「
た
づ
」
と
「
あ
し
」
は
、「
た
づ
の
す
む
さ
は
べ
の
あ

し
の
し
た
ね
と
け
み
ぎ
は
も
え
い
づ
る
春
は
き
に
け
り
」（
能
宣
集
・

一
一
六
・
小
野
宮
の
賀
お
こ
な
ひ
た
ま
ふ
屏
風
の
れ
う
の
、
春
）
に
見
え

る
よ
う
に
、
屏
風
歌
と
し
て
も
詠
ま
れ
る
歌
材
で
あ
る
。
ま
た
、「
た
づ
」

の
羽
風
に
「
な
み
」
が
「
さ
わ
ぐ
」
と
い
う
歌
、「
け
ふ
は
よ
し
か
り
に
も

い
で
じ
た
ま
も
ぐ
さ
た
づ
の
は
風
に
な
み
さ
わ
ぐ
な
り
」（
重
之
子
僧
集
・

二
一
・
屏
風
の
ゑ
に
、
も
か
り
ぶ
ね
の
い
づ
る
み
な
と
に
た
づ
の
む
れ
ゐ

た
る
に
、
な
み
の
さ
わ
ぐ
を
な
が
め
た
る
所
）
も
、
屏
風
の
絵
に
つ
い
て
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三
八

詠
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
屏
風
絵
の
図
柄
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。

「
あ
し
」
と
「
み
ぎ
は
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、「
な
に
は
が
た
み
ぎ
は
の

あ
し
の
お
い
が
よ
に
怨
み
て
ぞ
ふ
る
人
の
心
を
」（
後
撰
集
・
雑
二
・

一
一
七
〇
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
ま
か
り
か
よ
ひ
け
る
女
の
心
と
け
ず
の
み

見
え
侍
り
け
れ
ば
、
年
月
も
へ
ぬ
る
を
今
さ
へ
か
か
る
こ
と
と
い
ひ
つ
か

は
し
た
り
け
れ
ば
）、「
難
波
が
た
汀
の
あ
し
の
お
ひ
風
に
う
ら
み
て
ぞ
ふ

る
人
の
こ
こ
ろ
を
」（
兼
盛
集
・
五
一
・
な
ほ
い
と
つ
ら
か
り
け
る
女
に
）、

「
ほ
に
い
で
た
る
み
ぎ
は
の
あ
し
の
あ
し
た
づ
の
ち
よ
に
か
は
ら
ぬ
色
に

ぞ
あ
り
け
る
」（
道
済
集
・
二
二
二
・
大
納
言
殿
大
井
逍
遥
日
、
和
歌
二
首

／
翫
蘆
花
）
と
い
う
よ
う
に
、「
み
ぎ
は
の
あ
し
」
の
か
た
ち
で
、
葦
を
主

眼
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
あ
し
の
み
ぎ
は
」
の
用
例
と
し
て
は
、「
け
を
さ
む
み
あ
し
の
み
ぎ
は

も
さ
え
ぬ
れ
ば
流
る
と
み
え
ぬ
池
の
水
鳥
」（
和
泉
式
部
続
集
・

三
三
一
・
十
二
月
、
人
の
も
と
よ
り
、
よ
み
に
お
こ
せ
た
り
し
／
水
鳥
）、

「
あ
ま
ぶ
ね
の
た
よ
り
な
ら
ぬ
に
さ
は
り
お
ほ
み
あ
し
の
み
ぎ
は
を
わ
け

て
こ
そ
く
れ
」（
大
斎
院
前
の
御
集
・
一
六
四
・
む
ま
）、「
若
葉
さ
す
蘆
の

汀
に
浪
寄
る
は
こ
や
三
島
江
の
渡
り
な
る
ら
ん
」（
栄
花
物
語
・
松
の
し
づ

え
・
五
七
八
・
民
部
権
大
輔
政
長
朝
臣
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
詠
歌
時

期
は
下
る
。

四
三
五
二
（
つ
る
）

【
本
文
】

あ
し
た
づ
の
す
む
さ
は
に
お
ふ
る
す
が
の
ね
の
ね
ん
ご
ろ
に
み
ぬ
君
は
た

の
ま
ず

【
校
異
】
な
し

【
語
釈
】
○
す
が
の
ね
の　

枕
詞
。「
ね
」
の
同
音
反
復
で
「
ね
ん
ご
ろ
」

に
付
く
。
ま
た
、第
三
句
ま
で
は
序
詞
。　

○
ね
ん
ご
ろ
に　

懇
ろ
に
。
心

を
込
め
て
。
心
の
底
か
ら
慕
う
さ
ま
。

【
通
釈
】（
鶴
の
住
む
沢
に
生
え
る
菅
の
「
根
」
の
）「
ね・

ん
ご
ろ
に
」
―

心
を
込
め
て

―
私
に
逢
わ
な
い
あ
な
た
の
こ
と
は
頼
り
に
し
な
い
。

【
他
出
】
な
し

【
考
察
】

葦
田
鶴
の
住
む
沢
、
沢
に
生
え
る
菅
の
根
、
菅
の
「
根
」
と
同
音
か
ら

始
ま
る
「
ね
ん
ご
ろ
」
と
い
う
よ
う
に
歌
語
の
連
想
を
繋
い
で
い
き
、「
ね

ん
ご
ろ
」
で
は
な
い
、
不
誠
実
な
恋
人
を
責
め
る
歌
で
あ
る
。
女
性
の
立

場
で
の
詠
か
。

沢
に
棲
む
葦
田
鶴
は
、『
後
撰
集
』
の
「
葦
た
づ
の
沢
辺
に
年
は
へ
ぬ
れ

ど
も
心
は
雲
の
う
へ
に
の
み
こ
そ
」（
恋
三
・
七
五
三
・
右
大
臣
・
女
四
の

み
こ
に
お
く
り
け
る
）
と
「
あ
し
た
づ
の
く
も
ゐ
に
か
か
る
心
あ
ら
ば
世

を
へ
て
さ
は
に
す
ま
ず
ぞ
あ
ら
ま
し
」（
恋
三
・
七
五
四
・
返
し
）
や
、『
円

融
院
御
集
』
の
「
年
へ
つ
つ
く
も
ゐ
は
な
れ
て
あ
し
た
づ
の
い
か
な
る
さ
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三
九

は
に
す
ま
ん
と
す
ら
む
」（
一
八
・
重集

相
如
也

之
が
か
う
ぶ
り
給
は
り
て
お
る
る
に
、

い
か
が
お
も
ふ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
）
と
「
あ
し
た
づ
の
雲
の
う
へ
に

し
な
れ
ぬ
れ
ば
さ
は
に
す
む
と
も
か
よ
は
ざ
ら
め
や
」（
一
九
・
お
ほ
せ
ご

と
に
）
の
よ
う
に
、
贈
答
歌
に
も
見
ら
れ
、
寓
意
を
も
っ
て
詠
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
。

沢
に
生
え
る
菅
の
根
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
、「
か
き
つ
は
た 

開
沢 

に

生
ふ
る
菅
の
根
の
絶
ゆ
と
や
君
が
見
え
ぬ
こ
の
こ
ろ
」（
万
葉
集
・
巻

十
二
・
三
〇
六
六
・
三
〇
五
二
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。「
開
沢
」
の
訓
は
、

現
代
の
新
訓
で
は
地
名
「
さ
き
さ
は
（
佐
紀
沢
）」
と
さ
れ
る
が
、西
本
願

寺
本
の
訓
で
は
「
サ
ク
サ
ハ
（
咲
く
沢
）」
で
あ
る
。

「
す
が
の
ね
の
ね
ん
ご
ろ
（
ね
も
こ
ろ
）」
と
い
う
表
現
は
、『
万
葉
集
』

に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。「
あ
し
ひ
き
の
山
に
生
ひ
た
る
菅
の
根
の
ね
も
こ

ろ
見
ま
く
欲
し
き
君
か
も
」（
巻
四
・
五
八
三
・
五
八
〇
・
余
明
軍
、
大
伴

宿
祢
家
持
に
与
ふ
る
歌
二
首
）
は
、
当
該
歌
と
同
じ
く
「
見
る
」
を
修
飾

す
る
例
で
あ
る
。

ま
た
、「
す
が
の
ね
の
」
を
冠
し
な
い
「
ね
ん
ご
ろ
（
ね
も
こ
ろ
）
に
み

（
ぬ
）」
と
い
う
表
現
も
、『
万
葉
集
』
に
、「
天
飛
ぶ
や　

軽
の
道
は　

我

妹
子
が　

里
に
し
あ
れ
ば　

ね
も
こ
ろ
に　

見
ま
く
欲
し
け
ど
…
…
」（
巻

二
・
二
〇
七
・
二
〇
七
・
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
血
哀
慟
作
歌
二

首
〈
并
短
歌
〉）
と
い
う
例
を
見
出
す
。

「
君
は
た
の
ま
（
ず
）」
の
用
例
と
し
て
は
、複
数
の
歌
が
『
古
今
六
帖
』

に
収
め
ら
れ
る
。
当
該
歌
の
他
に
、「
そ
ま
山
に
た
つ
す
ぎ
く
れ
の
お
も
て

お
も
て
人
に
ひ
か
る
る
君
は
た
の
ま
じ
」（
第
二
・
一
〇
一
六
・
そ
ま
）、

「
な
よ
た
け
に
え
だ
さ
し
か
は
す
し
の
す
す
き
よ
ま
ぜ
に
み
え
む
君
は
た

の
ま
じ
」（
第
五
・
二
七
四
四
・
一
夜
へ
だ
つ
）
の
二
首
の
歌
が
あ
る
。
ま

た
、「
な
が
れ
て
は
た
つ
た
の
河
の
そ
こ
に
す
む
か
め
の
こ
ふ
と
も
き
み
は

た
の
ま
ん
」（
夫
木
抄
・
巻
二
十
四
・
一
一
〇
一
九
・
よ
み
人
不
知
・
た
つ

た
川
、
大
和
／
か
め
、
六
帖
）
も
、
集
付
を
信
ず
れ
ば
『
古
今
六
帖
』
所
収

歌
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
現
時
点
で
は
、
同
時
代
の
他
例
は
管
見
に

入
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
歌
は
、
あ
る
い
は
同
一
文
化
圏
に
お
け
る
詠
か
。

附
記本

稿
は
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19

期
研
究
会
第
4
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題

番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６
９
、
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
）
の
一
部
で
あ
る
。

用
例
収
集
に
際
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』C

D
-R

O
M

版V
er.2

と
と
も
に
、
竹

田
正
幸
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
）
作
成
の
文
字
列

解
析
器
〝e-C

S
A

 V
er.2.00

〞
を
使
用
し
た
。

最
後
に
、
資
料
を
御
提
供
く
だ
さ
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
・
肥
前
島
原 

松
平
文

庫
・
国
文
学
研
究
資
料
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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四
〇

『
古
今
和
歌
六
帖
』
別
出
歌
一
覧  

―
第
六
帖
、
4329
〜
4354
番
―

 
　
　

と
り

4329 
い
に
し
へ
を
こ
ふ
る
ふ
ち
か
も
ゆ
づ
る
は
の
み
ゐ
の
う
へ
よ
り
な
き
わ
た

り
行
く

 

2－

1
万
葉
111
﹇
い
に
し
へ
に
﹈﹇
こ
ふ
る
と
り
か
も
﹈

4330 

む
ら
ど
り
の
た
ち
に
し
わ
が
な
い
ま
さ
ら
に
こ
と
な
し
ぶ
と
も
し
る
し
あ

ら
め
や

 

1－

1
古
今
674
、
2－
3
新
撰
和
272

4331 

冬
山
に
ひ
と
り
ぬ
る
と
り
よ
を
さ
む
み
人
は
た
え
け
る
き
を
ぞ
も
と
む
る

 

　
　
〈
未
詳
〉

4332 

と
り
な
ら
ば
あ
た
り
の
き
ぎ
に
か
く
れ
ゐ
て
ほ
れ
た
る
こ
ゑ
に
我
な
か
ま

し
を

 

7－

6
忠
岑
35
﹇
な
か
ま
し
も
の
を
﹈、
3－
13
忠
岑
49
﹇
わ
び
た
る
こ
ゑ

に
﹈﹇
な
か
ま
し
も
の
を
﹈

4333 

夏
そ
ひ
く
う
な
か
み
が
た
の
お
き
つ
す
に
と
り
は
す
だ
け
ど
君
は
お
と
も

せ
ず

 

2－

1
万
葉
1179

4334 

な
つ
か
り
の
玉
え
の
蘆
を
ふ
み
し
だ
き
む
れ
ゐ
る
鳥
の
た
つ
空
ぞ
な
き

 

　
　
〈
未
詳
〉　

1－

4
後
拾
遺
219

4335 

ゑ
に
か
け
る
と
り
と
も
人
に
見
て
し
か
な
お
な
じ
所
に
つ
ね
に
と
ふ
べ
く

 

1－

2
後
撰
709
﹇
鳥
と
も
人
を
﹈﹇
お
な
じ
所
を
﹈

4336 

い
も
が
手
を
鳥
こ
の
い
け
の
な
み
ま
よ
り
と
り
の
音
聞
ゆ
明
け
ぞ
し
ぬ
ら

し

 

2－

1
万
葉
2170
﹇
と
ろ
し
の
い
け
の
﹈﹇
な
み
の
ま
ゆ
﹈﹇
と
り
が
ね
け
に

な
く
﹈﹇
あ
き
す
ぎ
ぬ
ら
し
﹈

 

　
　

は
な
ち
ど
り

4337 

は
な
ち
鳥
行
へ
も
し
ら
ず
な
り
ぬ
れ
ば
は
な
れ
し
こ
と
ぞ
く
や
し
か
り
け

る

 

　
　
〈
未
詳
〉

 

　
　

ひ
な
ど
り　
　
　
　

4338 

ひ
な
鳥
の
か
ざ
き
り
よ
わ
み
と
ば
れ
ね
ば
す
ご
も
り
な
が
ら
ね
を
の
み
ぞ

な
く
（
な
り
ひ
ら
）

 

　
　
〈
未
詳
〉

4339 

明
け
ぬ
と
て
な
に
い
そ
ぐ
ら
む
ひ
な
ど
り
の
ま
だ
と
ぐ
ら
な
る
こ
ゑ
に
や

は
あ
ら
ぬ

 

　
　
〈
未
詳
〉

4340 

春
の
野
に
あ
さ
な
く
ひ
な
の
つ
ま
こ
ふ
と
身
を
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
る

か
な

 

　
　
〈
未
詳
〉

 

　
　

か
ひ

4341 

あ
し
た
づ
の
か
ひ
こ
め
く
つ
る
す
ご
も
り
の
つ
ひ
に
か
へ
ら
ぬ
身
と
や
成

り
な
ん

 
　
　
〈
未
詳
〉

4342 
と
り
の
こ
は
か
へ
り
て
の
ち
ぞ
な
か
れ
け
る
身
の
か
ひ
な
き
を
お
も
ひ
し

り
つ
つ

 

　
　
〈
未
詳
〉
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四
一

 

　
　

つ
る

4343 

か
は
風
に
な
び
く
あ
し
た
づ
お
の
が
世
を
な
み
と
と
も
に
や
君
に
よ
す
ら

ん
（
つ
ら
ゆ
き
）

 
3－
19
貫
之
349
﹇
河
の
せ
に
﹈

4344 

千
と
せ
ふ
と
わ
が
き
く
な
へ
に
あ
し
た
づ
の
な
き
わ
た
る
な
る
こ
ゑ
の
は

る
け
さ
（
つ
ら
ゆ
き
）

 

3－

19
貫
之
133

4345 

蘆
た
づ
の
た
て
る
か
は
べ
を
吹
く
か
ぜ
に
よ
せ
て
か
へ
ら
ぬ
な
み
か
と
ぞ

み
る

 

1－

1
古
今
919
、
2－

3
新
撰
和
273

4346 

む
れ
て
ゐ
る
蘆
べ
の
た
づ
を
わ
す
れ
つ
つ
み
づ
に
も
き
え
ぬ
雪
か
と
ぞ
見

る

 

3－

19
貫
之
394
﹇
む
れ
て
を
る
﹈

4347 

ち
と
せ
ま
で
命
た
も
て
る
つ
る
な
れ
ば
君
が
ゆ
き
き
を
し
た
ふ
な
り
け
り

（
つ
ら
ゆ
き
）

 

3－

19
貫
之
747
﹇
命
た
へ
た
る
﹈、
7－

7
貫
之
41
﹇
い
の
ち
た
へ
た
る
﹈

4348 

あ
ふ
こ
と
の
か
た
に
お
り
ゐ
る
あ
し
た
づ
の
す
に
鳴
く
こ
ゑ
は
き
こ
え
や

は
す
る
（
伊
勢
）

 

3－

15
伊
勢
集
164

4349 

た
づ
の
た
つ
さ
は
べ
に
な
み
や
さ
わ
ぐ
ら
ん
あ
し
の
み
ぎ
は
の
の
ど
け
か

ら
ぬ
は

 

　
　
〈
未
詳
〉

4350 

あ
ま
ぐ
も
に
は
ね
う
ち
つ
け
て
と
ぶ
た
づ
の
た
づ
た
づ
し
か
も
君
き
ま
さ

ね
ば

 

2－

1
万
葉
2495
﹇
き
み
し
い
ま
さ
ね
ば
﹈

4351 

た
つ
き
な
き
あ
し
べ
を
さ
し
て
と
び
わ
た
り
あ
な
た
づ
た
づ
し
ひ
と
り
さ

ぬ
れ
ば

 

2－

1
万
葉
3648
﹇
た
づ
が
な
き
﹈﹇
と
び
わ
た
る
﹈

4352 

あ
し
た
づ
の
す
む
さ
は
に
お
ふ
る
す
が
の
ね
の
ね
ん
ご
ろ
に
み
ぬ
君
は
た

の
ま
ず

 

　
　
〈
未
詳
〉

4353 

わ
か
の
う
ら
に
し
ほ
み
ち
く
れ
ば
か
た
を
な
み
あ
し
べ
を
さ
し
て
た
づ
な

き
わ
た
る
（
あ
か
ひ
と
）

 

2－

1
万
葉
924
、
2－

5
金
玉
48
、
3－

2
赤
人
115
、
3－

2
赤
人
352
、
5

－

52
前
十
五
30
、
5－

264
和
十
種
2
、
5－

265
和
十
体
2
、
5－

267
三
十
六
46
、
2－

6
和
漢
朗
451
﹇
し
ほ
み
ち
く
ら
し
﹈、
5－

268
深
窓
秘

77
﹇
あ
し
べ
を
わ
け
て
﹈

4354 

蘆
た
づ
の
す
ま
ふ
入
え
の
し
ら
す
げ
の
し
ら
ず
や
君
は
わ
が
こ
ふ
ら
く
を

（
人
丸
）

 

2－

1
万
葉
2778 ﹇
さ
わ
く
い
り
え
の
﹈ ﹇
し
ら
せ
む
た
め
と
﹈﹇
こ
ち
た
か
る

か
も
﹈




